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55年 

町 の 人 口 

人 口 9,424 人 （減2) 

男 4,510 人 （ 0) 

女 4,914 人 （減2) 

世帯数 3,005世帯（減5) 

出生 12人 転入 25人 

死亡 9人 転出 30人 

(54年12月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【町長選挙開票風景より・町民会館にて】 

町長に池永輝昭氏が当選縫70潔） 

町再建の自主再建へ― 
任期満了に伴う町長選挙は1月13日投票された。投票は町内3カ所の投票所で午前7時 

から始まり、今回は3期目を目指す現職の池永輝昭氏と会社員の山下譲治氏の一騎打ちと 

なり、昭和39年の町長選挙以来16年ぶりの選挙となったが、あいにくの雨と重なり有権者 

の出足は鈍く、投票率も前回39年（93%）を下回る70・47％と低調な結果となりました。 

開票は14日午前7時から町民会館で行われ、池永氏が3度目の当選をした。 【開票結果 

⑤池永輝昭3,931票、山下譲治754票、当日有権者数6,894、投票総数4,858、投票率70 

・47%（男67・12%、女73・36%)】 
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百
四
十
五
人
が
新
成
人
 

「
成
人
の
日
」
 
の
一
月
十
五
日
、
赤
池
町
で
百
四
十
五
人
の
新
成
 

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
 

同
日
は
気
温
も
低
く
、
時
折
、
小
雪
も
ち
ら
つ
く
天
気
で
し
た
が
、
 

若
い
男
女
は
元
気
に
会
場
に
か
け
つ
け
、
大
人
へ
の
喜
こ
び
と
蚕
女
 

を
胸
に
、
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
た
。
 

同和対策中央研修所】 【振りそで姿で会場も華かに 

'IrI”川m，小‘‘叫IIm''" 

【堂々の規律ある整列風景より 糸田小学校グラウンド】 

町
消
防
団
員
 49 

人
が
表
彰
（
瑚
知
些
 

新
春
を
飾
る
、
下
田
川
四
カ
町
消
防
 

団
（
赤
池
、
金
田
、
方
城
、
糸
田
）
の
 

連
合
出
初
め
式
が
一
月
六
日
午
前
九
時
 

三
十
分
か
ら
糸
田
町
糸
田
小
学
校
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
四
カ
町
消
防
団
員
 

四
百
六
十
五
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
 

本
町
よ
り
消
防
団
員
百
五
十
人
、
金
 

田
町
百
十
人
、
方
城
町
百
五
人
、
糸
田
 

町
百
人
の
出
動
で
、
小
雨
の
中
、
同
校
 

ご
フ
ウ
ン
ド
を
各
町
分
団
ご
と
に
行
進
、
 

県
消
防
協
会
長
、
町
長
な
ど
の
観
閲
を
 

受
け
た
。
 

式
典
で
は
、
永
年
消
防
活
動
に
カ
を
 

尽
し
た
優
良
団
員
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
 

本
町
消
防
団
員
よ
り
県
知
事
表
彰
な
ど
 

四
十
九
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
8
人
 

〇
藤
村
友
也
（
副
分
団
長
）
本
部
分
団
 

〇
世
良
幹
二
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
香
野
義
数
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
石
橋
安
太
郎
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

【
ウ
イ
ッ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
】
 

【
フ
ィ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん
】
 

『
記
念
講
演
に
川
向
秀
武
氏
を
迎
え
る
』
 

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
町
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
で
式
典
が
行
わ
れ
、
男
 

子
七
十
二
人
、
女
子
七
十
三
人
の
百
四
 

十
五
人
が
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間
 

入
り
を
し
ま
し
た
。
 

昨
年
よ
り
九
人
多
く
、
男
子
は
背
広
、
 

女
子
は
晴
れ
着
が
ほ
と
ん
ど
で
、
会
場
 

は
華
か
な
色
に
包
ま
れ
た
中
、
式
典
が
 

行
わ
れ
、
午
前
十
一
時
よ
り
、
福
岡
教
 

育
大
学
助
教
授
、
川
向
秀
武
氏
を
迎
え
 

「
基
本
的
人
権
と
同
和
問
題
」
を
テ
ー
 

マ
に
約
一
時
間
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
 

た。 
こ
の
あ
と
、
会
場
を
町
民
会
館
大
ホ
 

ー
ル
に
移
し
、
記
念
撮
影
を
し
た
の
ち
、
 

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
前
生
毒
区
成
人
 

者
の
ウ
イ
ッ
ツ
（
五
人
）
、
フ
ィ
ス
ト
 

o
木
村
一
夫
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

o
皆
川
克
己
（
部
 
長
）
第
ニ
分
団
 

〇
大
森
正
信
（
部
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
早
谷
昭
生
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

【
赤
池
町
長
表
彰
】
8
人
 

o
長
尾
慶
正
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

〇
日
高
輝
水
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
有
吉
志
一
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

o
白
川
鉄
夫
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

〇
浦
田
道
義
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
小
松
繁
春
（
団
 
員
）
第
六
分
団
 

o
山
尾
繁
樹
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
宮
崎
春
美
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

【
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
2
人
 

〇
山
形
利
明
（
団
 
員
）
第
四
分
団
 

〇
太
田
 
淳
（
分
団
長
）
第
五
分
団
 

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】
7
人
 

〇
矢
山
丑
彦
（
団
 
員
）
第
一
分
団
 

〇
八
隅
憲
幸
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〇
太
田
 

旭
（
班
 
長
）
第
三
分
団
 

o
植
木
藤
吉
（
副
分
団
長
）
第
四
分
団
 

〇
武
末
 
豊
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
平
元
光
年
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

〇
日
高
一
雄
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

【
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
】
 
24 

人
 

《
三
十
年
》
 

〇
田
口
孝
夫
（
本
部
長
）
本
 

部
 

〇
永
末
利
貞
（
部
 
長
）
第
一
分
団
 

o
柴
田
荒
喜
（
部
 
長
）
第
五
分
団
 

〇
武
末
義
信
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

《
二
十
五
年
》
 

〇
立
花
重
己
（
班
 
長
）
第
二
分
団
 

〇
立
花
清
文
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〇
浦
田
拓
義
（
班
 
長
）
第
五
分
団
 

《
二
十
年
》
 

（
六
人
）
の
ニ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
 

よ
り
生
演
奏
が
約
一
時
間
行
わ
れ
、
楽
 

し
い
ひ
と
と
き
の
う
ち
、
新
し
い
仲
間
 

の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
二
十
歳
に
な
り
、
大
人
 

の
仲
間
入
り
と
と
も
に
、
未
成
年
者
の
 

と
き
の
法
律
上
の
保
護
は
な
く
な
り
、
 

多
く
の
権
利
を
手
に
し
ま
す
が
、
権
利
 

を
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
成
人
と
し
 

て
の
義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し
、
自
分
 

の
責
任
と
判
断
で
行
動
さ
れ
る
こ
と
が
 

望
ま
れ
ま
す
。
 

《
成
人
者
の
地
区
別
熱
 

●
上
野
地
区
四
十
五
人
（
男
 27 

女
 17 

) 

●
市
場
地
区
二
十
八
人
（
男
 12 

女
 16 

) 

●
赤
池
地
区
七
十
三
人
（
男
 33 

女
 40 

) 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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 の
 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
す
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
m
) 

成
人
病
予
防
週
間
 

3
日
（
日
）
 

節
分
 
豆
ま
き
 

初
午
 

4
日
（
月
）
 

立
春
 
寒
あ
け
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
咋
ン
タ
m
) 

8
日
（
金
）
針
供
養
 
こ
と
始
め
 

11 

日
（
月
）
 

建
一
記
念
日
 

文
化
勲
章
制
度
創
設
（
昭
 12
 

) 

14 

日
（
木
）
 

15 

日
（
金
）
 

16 

日
（
土
）
 

17 

日
（
日
）
 

19 

日
（
火
）
 

20 

日
（
水
）
 

22 

日
（
金
）
 

24 

日
（
日
）
 

26 

日
（
火
）
 

27 

日
（
水
）
 

28 

日
（
木
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
 

け
開
始
 

旧
正
月
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

雨
水
 

第
一
回
普
通
選
挙
施
行
（
昭
3
) 

旧
七
草
 

日
本
社
会
党
結
成
（
明
 39
 

) 

二
・
二
六
事
件
起
る
（
昭
 11
 

) 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

全
国
火
災
予
防
運
動
は
じ
 

＋ょる 

▼
人
に
機
会
が
無
い
の
で
は
な
い
 

機
会
を
見
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
▲
 

〇
亀
谷
松
次
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〈
十
年
》
 

〇
有
吉
志
一
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
水
永
 
雄
（
団
 
員
）
第
二
分
団
 

〈
十
五
年
》
 

〇
奥
永
優
二
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

〇
谷
頭
浩
二
（
部
 
長
）
第
 
分
団
 

〇
奥
永
英
一
（
団
 
員
）
第
」
牙
団
 

〇
八
隅
清
蔵
（
班
 
長
）
第
 
分
団
 

o
池
田
正
光
（
団
 
員
）
第
三
分
団
 

〇
谷
 

正
興
（
班
 
長
）
第
 
分
団
 

〇
日
高
一
雄
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

〇
中
村
雅
敏
（
団
 
員
）
第
 
分
団
 

〇
河
野
進
一
（
班
 
長
）
本
部
分
団
 

〇
秋
元
米
造
（
班
 
長
）
第
一
分
団
 

〇
山
尾
繁
樹
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
田
口
龍
男
（
団
 
員
）
第
五
分
団
 

〇
宮
崎
春
美
（
団
 
員
）
本
部
分
団
 

〇
鶴
森
哲
夫
（
班
 
長
）
第
六
分
団
 

ー

敬

称

略

ー

 

す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
っ
火
災
・
・
‘
 

…
こ
の
原
因
の
七
ー
八
割
は
ち
ょ
っ
と
 

し
た
不
注
意
か
ら
な
の
で
す
。
 

い
う
な
ら
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
に
 

「
出
火
原
因
」
は
無
数
に
こ
ろ
が
っ
て
 

い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
お
風
呂
の
消
 

し
忘
れ
、
こ
た
つ
や
ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
 

イ
ヤ
ー
な
ど
電
気
器
具
の
つ
け
っ
ぱ
な
 

し
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
、
石
油
ス
 

ト
ー
ブ
を
点
火
し
た
ま
ま
の
給
油
、
ベ
 

ン
ジ
ン
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
火
気
へ
の
 

接
近
な
ど
、
数
え
あ
げ
た
ら
き
り
が
な
 

い
ほ
ど
で
す
。
 

特
に
、
い
た
ず
ら
盛
り
の
幼
い
子
供
 

の
い
る
家
庭
で
は
「
火
遊
び
」
 
に
も
十
 

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

幼
い
子
供
に
と
っ
て
は
、
マ
ッ
チ
や
 

ラ
イ
タ
ー
の
パ
ッ
と
し
た
炎
は
ひ
と
つ
 

の
ク
魅
力
4

と
し
て
う
つ
る
よ
う
で
す
。
 

お
母
さ
ん
が
家
事
に
追
わ
れ
て
い
る
 

時
な
ど
、
こ
た
つ
の
上
に
マ
ッ
チ
や
ラ
 

イ
タ
ー
が
置
い
て
あ
る
と
、
子
供
は
、
 

つ
い
ク
日
ご
ろ
の
夢
ク
を
か
な
え
た
く
 

な
っ
て
、
い
た
ず
ら
す
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
火
の
元
 

に
な
る
も
の
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
 

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
は
絶
対
置
か
な
い
 

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

特
に
二
月
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
 

し
て
い
て
強
い
風
が
吹
く
こ
と
も
多
く
、
 

そ
の
う
え
暖
房
器
具
を
使
う
時
期
で
も
 

あ
り
ま
す
。
あ
り
が
た
く
な
い
こ
と
に
、
 

二
月
は
ま
さ
に
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
ク
火
 

災
シ
ー
ズ
ン
4

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

二
月
二
十
九
日
か
ら
春
の
全
国
火
災
予
 

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
火
の
元
に
は
、
 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
ー
 


